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村のようす

(50年10月1日現在〉

世帯数 1，428戸〈十 1)
人口 7.192人〈ー 1)

男 3，515人〈ーの

女 3，677人(+3) 

面積 46.62.脱

村
就
業
改
善
セ

ン
タ
!
完
成

昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
重
点
事
業
と
し
て

二
ヶ
年
継
続
で
建
築
を
進
め
て
い
ま
し
た
、

就
業
改
善
セ
γ
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。こ

の
就
業
改
善
セ

γ
タ
1
は
、
白
河
市
の

鈴
木
建
築
設
計
事
務
所
の
設
計
、
石
川
町
の

水
谷
工
業
株
式
会
社
の
請
負
で
、
工
費
八
千

七
百
七
十
万
円
を
投
じ
た
も
の
で
、
二
階
建

総
面
積
八
百
七
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
の
中
に

は

一
階
に
玄
関
、
展
示
室
ホ

l
ル
、
事
務

室
、
他
就
業
改
善
相
談
室
、
調
理
実
習
室
、

産
業
就
業
研
修
室
、
保
健
相
談
室
、
管
理
人

室
、
浴
室
、
台
所
、
水
洗
ト
レ
レ
、
ポ
イ
ラ

ー宗主、

ポ
γ
プ
室
、
二
階
が
農
業
経
営
研
修

室
、
集
会
室
、
図
書
室
、
農
業
経
営
相
談
室

な
ど
か
ら
な
り
、
近
代
的
な
設
備
さ
れ
て
い

る。こ
の
就
業
改
善
セ
シ
タ

1
の
完
成
し
た
こ
と

に
よ
り
、
農
業
、

工
業
の
研
修
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

@
完
成
し
た
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

@
他
産
業
就
業
研
修
室
(
一
階
)

@
農
業
経
営
研
修
室

(
二
階
〉
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2 昭和初年10月1日110 No. かわ広報たま

ム冨発支
歳入議出残額25，727，617円

昭
和
特
年
度
決

六
億
円
を
突
破

106、141‘829

147，148，431 

前年度対比

本前

22 

84，011，737 
110‘833、024

六
一
、
四
一
一
一
一
、

七
八
、
∞
八
口
、
…
…
七

諸支出金

公議費

災害易自費

教育費

能指費

土木費

高工費

農林水産業費

衛生費

民生護費

総務費

議会費

{単{立千万阿)

額出歳641 ， 852~852円額入議

昭
和
総
年
度
の
一
、
穀
会
計
、
国
保
持
別
会
計
、
広
域
欝
揚
水
道
事
業
会
計
の
決
霧
撃
が

9
月
定
機
村
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

M
W
年
授
の
我
が
村
の
決
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

10 11 12 13 14 

事 業 名 決算鱗
財 i原 内 訳

盟庫支出金県支 i金分担金負担金寄付余地方箭その佑 一般財源 1

地積議査事業 9，698 5，945 、 3，753

村 議改良事業 6，000 ム000 2，000 

公言設住宅建設 業 29，419 11，856 12，700 4，863 

学校ブ ル建設事業 23，882 4，500 11，500 7，882 

村民体脊館建設事業 62，588 11，893 33，300 17，395 

農業就業近代化整信事業 7，551 3，736 3，815 

土地改良事業 800 360 440 

へ~叫州、〆 ・'fi:J1JJす策事栄 3，553 1，720 660 1，173 

計 143，491 32，249 11，761 660 57;500 41，321 

財 11点 l人j i ìJ~ 
事 業 名 決算額

悶趨支出，金 路支出金 地 )j W その他 一段財源うHlt子会Nllt寄付金

E広域醸道路整備事業 11，031 3，500 7，531 

村 議繋積率業 32，404 4，000 28，404 

庁舎禁事修議事業 1，818 1，818 

苦学 石 事 業 2，270 2，270 

県 県魚 1，201 1，201 

檎梁整 f議事業 1，170 1，170 

消防施設整備事業 3，195 1，500 1，695 

言十 53，089 9，000 44，089 

9 8 

播

勧

(
単
投
千
円

(
単
位
千
円
)

単

独

主
な
る
建
設
事
業
内
訳
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(1 ) 収入・支出都合

収入総額 151，112千円

(2) 国民健康保険の推移

広報たまかわ

49年度国保会計決算収支状況

支出総額 135，689千円
f呆険施設その他

4，545子同

3.3% 

No. 110 昭和50年10月1日

差引残額15，423千円

保険給付費

122，258子丹

90.1銘

iX 
被保験者(平均) 保 F貴 続 療療給付費 1 t世帯損り l人当り

i件当り

枇帯 人員 競走額 納 入 額 納入率 受診件数 費用額

F笥 入 内 円 % f牛 丹

30 1，233 8，029 2，908，743 2，363，243 81.3 10，498 7，774，604 

35 1，225 7，586 4，445，940 4，064，240 91.4 14，534 15，137，159 

40 1，201 6，706 12，344，790 12，095，460 98.0 19，018 36，112，784 

43 1，181 6，129 18，166，180 17，850，210 98.2 20，348 53，362，206 

44 1，180 5，976 22，808，190 22，297，680 97.8 21，409 66，869，891 

45 1，158 5，716 27，676，960 27，374，690 98‘9 21，580 73，845，773 

46 1，136 5，306 30，155，270 29，808，850 98.9 21，195 79，316，778 

47 1，133 5，192 32，673，160 32，423，600 99.2 22，243 101，795，721 

48 1，124 4，955 34，899，990 34，696，830 99.4 22，590 109，488，077 

49 1，108 4，794 46，176，500 45，943，650 99.5 23，292 162，564，200 

(ij:) 1 t引!}1liり設び l人当りの法嬢紫は医療給付費の費用額である。

16 ∞o~ (3) 国民健康保険特別会計決算額の推移
15，000 

14.000 

13.000 

12，000 

11，000 

10.000 

9，000 

8，000 

7，000‘ 

6，0叫
5，000 

4，000 

議 3，000

笠 2，000

市I1，000 

年 度

収支

〔自
入品

受診率 説調定額 医蝶費 税欝定額 璽主謀費
費用額

% 円 円 丹 丹 円

131.10 2，359 6，387 362 981 750 

197.76 3，635 12，377 586 1，995 1，041 

283.60 10，279 30，069 1，841 5，385 1，899 

332.00 15，382 45，184 2，964 8，707 2，622 

358.25 19，329 56，669 3，817 11，190 3，123 

377.54 23，901 63，770 4，842 12，919 3，422 

399.45 26，545 69，821 5，683 14，949 3，742 

428.41 28，838 89，846 6，245 19，606 4，577 

455.90 31，050 97，410 7，043 22，096 4，847 

485.86 41，676 146，719 9，632 33，910 6，979 



4 昭和50年10月1日たまかわ広 報 No. t 10 

広域簡易水道事業会計

歳入額 24，051，565円

歳出額 30，183，807円

差引残額ム6，132，242円

ーーー一.... ‘ 

般

会

計

三
千
七
十
八
万
-圃圃圃圃

千
円
を
減
額
補
正

ー

九

月

定

例

議

会

議会だより

台、

ら
け
ハ

第
三
回
定
例
会
は
九
月
十
六
日
よ
り
五
日
間
に
亙
っ
て
開
催
さ
れ
、
一
般
質

問
に
続
い
て
、
補
正
予
算
二
件
、
条
例
設
定
一
件
、
条
例
改
正
二
件
、
人
事
案

件
四
件
、
四
十
九
年
度
一
般
会
計
、
国
保
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
算
決
報

告
承
認
を
求
め
る
件
、
工
事
請
負
契
約
二
件
を
審
議
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
承

認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑤
昭
和
五
十
年
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
二
号
)
、
三
千
七
十
八
万
一

千
円
を
減
額
し
総
額
七
億
一
千
二

百
三
十
一
万
六
千
円
と
な
っ
た
、

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
固
定
資
産

税
五
百
三
十
四
万
四
千
円
、
地
方

交
付
税
二
千
六
百
六
十
万
円
減
、

非
補
助
土
地
改
良
分
担
金
二
千
二

十
万
円
、
国
庫
支
出
金
八
百
九
十

七
万
八
千
円
減
、
県
支
出
金
八
百

九
十
三
万
七
千
円
減
、
繰
越
金
九

百
五
十
万
円
、
村
債
二
千
二
百
三

十
万
円
減
、
歳
出
の
主
な
も
の
、

総
務
費
二
百
四
万
九
千
円
減
、
民

生
費
四
千
七
百
四
十
九
万
円
減
、

農
林
水
産
業
費
一
千
六
百
七
十
二

万
五
千
円
、
土
木
費
二
百
九
十
九

万
六
千
円
減
、
消
防
費
五
百
二
十

一
万
四
千
円

@ 

昭
和
五
十
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

(
第
一
号
)
、
二
百
五
十
七
万
四

千
円
を
減
額
し
総
額
一
億
八
千
五

百
四
十
二
万
一
千
円
と
な
っ
た
、

歳
入
の
主
な
も
の
、
国
民
健
康
保

険
税
二
千
四
十
万
三
千
円
減
、
国

庫
支
出
金
三
百
六
十
六
万
二
千

円
、
繰
越
金
一
千
三
百
四
十
二
万

一
千
円
、
歳
出
の
主
な
も
の
、
保

険
給
付
費
百
八
十
万
三
千
円
減

@
昭
和
四
十
九
年
度
玉
川
村
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
承
認
に
つ

い
て収

入
済
額
六
億
四
千
百
八
十
五

万
二
千
八
百
五
十
二
円
、
支
出
済

額
六
億
一
千
六
百
十
二
万
五
千
二

百
三
十
五
円
、
歳
入
歳
出
差
引
残

額
二
千
五
百
七
十
二
万
七
千
六
百

十
七
円

@
昭
和
四
十
九
年
度
玉
川
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
承
認
に
つ
い
て

収
入
済
額
一
億
五
千
百
十
一
万

一
手
五
百
五
十
三
円
、
支
出
済
額

一
億
三
千
五
百
六
十
八
万
八
千
八

百
四
十
二
円
、
歳
入
歳
出
差
引
残

額
一
千
五
百
四
十
二
万
二
千
七
百

十
一
円

@
昭
和
国
十
九
年
度
玉
川
村
広

域
簡
易
水
道
事
業
決
算
認
定
に
つ

い
て

収
入
総
額
二
千
四
百
五
万
一
千
五

百
六
十
五
円
、
支
出
総
額
三
千
十

八
万
三
千
八
百
七
円
、
収
支
差
引

残
額
六
百
十
三
万
二
千
二
百
四
十

二
円
減

@
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

大
字
中
字
天
神
六
十
六
番
地

角

田

栄

治

大
字
北
須
釜
字
遠
立
石
二
一
九

番
地

塩

沢

政

与

の
二
名
を
全
員
一
致
で
同
意
い
た

し
ま
し
た

@
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
否
こ
と
に
つ
い
て

助
役
、
草
野
勇
蔵
氏
は
九
月
二

十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
の
で
後
任
と
し
て
再
び
同
民
を

選
任
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
で
同

意
い
た
し
ま
し
た

てつ@
き
同教
意育
を委
求員
め会
:Q委
こ員
との
に任
つ命
い!こ

教
育
委
員
、
鈴
木
広
一
氏
が
十

月
三
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
の
で
後
任
と
し
て
、
大
字
南
須

釜
字
根
揚
七
十
一
番
地
、
縫
詔
真

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
全
員
一
致

で
同
意
い
た
し
ま
し
た

@
農
道
改
良
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て非

補
助
土
地
改
良
事
業
の
農
道

整
備
工
事
と
し
て
大
字
蒜
生
字
栗

木
内
地
内
を
行
な
う
も
の
で
一
千

百
三
十
万
円
で
、
玉
川
村
大
字
中

字
後
八
番
地
、
岩
谷
建
設
、
岩
谷

忠
一
民
に
落
札
、
本
契
約
を
す
る

も
の

@
農
道
舗
装
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

非
補
助
土
地
改
良
事
業
の
農
道

舗
装
工
事
と
し
て
、
大
字
吉
字
荒

田
地
内
を
行
な
う
も
の
で
一
千
五

十
八
万
円
で
、
玉
川
村
大
字
中
字

屋
敷
前
、
尾
形
建
設
、
尾
形
量
致

氏
に
落
札
、
本
契
約
を
す
る
も
の
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就
任
の
あ
い
さ
つ

玉
川
村
助
役

草

野

勇

5 

み
の
り
の
秋
を
迎
え
村
民
の
皆

様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
私
昭
和
四
十
六
年
九
月
助

役
に
就
任
今
日
ま
で
、
皆
様
方
の

暖
い
ご
指
導
と
ど
鞭
撞
に
よ
り
大

過
な
く
す
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
こ
と
に
対
し
ぺ
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
任
期
満
了
に
伴
い
九
月
定

例
村
議
会
に
、
村
長
よ
り
再
任
の

議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
会
の
同
意

を
得
再
度
助
役
に
選
任
さ
れ
、
去

る
九
月
二
十
二
日
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

近
時
の
地
方
財
政
は
深
刻
を
極

恒
例
の
玉
川
村
敬
老
会
は
、
九

月
十
三
日
の
午
前
十
時
か
ら
玉
川

村
体
育
館
に
、
村
内
七
十
五
才
以

上
の
高
令
者
二
百
六
十
六
名
を
ま

ね
い
て
開
催
、
村
長
の
式
辞
や
来

賓
の
祝
辞
、
敬
老
年
金
証
書
や
敬

老
年
金
の
授
与
等
の
式
典
の
の

ち
、
中
食
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

γ
に

入
い
り
、
村
か
ら
記
念
品
や
紅
白

鰻
頭
と
と
も
に
い
た
だ
い
た
お
寿

司
を
食
べ
な
が
ら
懐
旧
談
に
花
を

咲
か
せ
た
り
、
お
祝
い
の
お
酒
で

談
笑
し
つ
つ
、
玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ

民
謡
会
(
会
長
、
佐
藤
ハ
ル
イ
〉

会
員
の
皆
様
に
よ
る
花
笠
音
頭
な

ど
十
数
曲
の
踊
り
に
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
、
最
後
に
は
民
謡

会
員
と
老
人
が
輸
に
な
っ
て
相
馬

盆
う
た
に
合
せ
盆
踊
り
で
膜
を
の

ば
し
、
に
ぎ
や
か
に
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

A 

花
笠
音
頭
を
楽
し
む
お
年
寄

蔵

め
窮
地
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
時
に
あ
た
り
私
に
は
そ
の
責
任

の
重
大
さ
を
痛
切
に
感
じ
て
お
り

ま
す
。
過
去
の
経
験
を
充
分
に
生

か
し
、
さ
ら
に
研
鏡
を
か
さ
ね
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
得
て
、

村
長
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
り
補

佐
を
し
、
私
達
の
郷
土
玉
川
村
の

進
展
の
た
め
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
心
を
新
た
に
し
て
一
生
懸

命
努
力
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま

す
。皆

様
の
変
ら
ざ
る
ご
指
導
ご
鞭

撞
を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

我
が
村
の
有
権
者
数

昭
和
五
十
年
九
月
一
日
現
在
に

お
け
る
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
は

別
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

選
挙
は
政
治
過
程
の
中
に
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言
わ
れ

ま
す
。

選
挙
を
よ
く
す
る
た
め
常
時
啓

発
運
動
が
推
進
さ
れ
て
い
る
今

日
、
有
権
者
の
み
な
さ
ん
に
も
こ

の
さ
い
選
挙
に
つ
い
て
ど
一
考
を

お
ね
が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
一
覧
表

(
昭
和
町
年
9
月
1
日
現
在
日
日
登
録
)

前年定時登録日現 本け(年るA定名+時簿B登登+録録C者十日現数D 在+にEお) 
投票区 在における名簿登

録者数 (A) 総数 男 女

1i 男女 337 川辺 751 ;--~--一3一7一8一 715 333 382 

小高 1，347 !!回一女男一一ー一76ー04一07 一- 1，372 654 718 

岩法寺 i1 男女 151 157 156 311 i-ti---i一6一0一 313 

竜崎
l 男女 257 283 528l1一 一一ー2一7一1ー 548 265 

須釜
l 女男 506 

l，O6011 一一一5一5ー4ー 1，055 507 

=ロと
l 男女 157 166 I 32111一 一一1ー6ー4一 323 157 

山小屋
l 女男 127 145 267 1- 一一1一4一0一 280 135 

四辻 300 !!-女一男一一一一11一45一46 一 298 151 147 

計 4'.849 !・!一男女ー一22一一.，35一31一81 一 4_904 2，359 2，545 

役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
苦
情
、
相

談
、
意
凡
な
ど
行

政
監
察
局
が
取
扱

っ
て
お
り
、
各
市

町
村
に
行
政
相
談

員
が
委
嘱
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

1
処
理
が
お
そ
い

2
処
理
が
ま
ち
が
っ
て
い
る

3
説
明
に
な
っ
と
く
で
き
な
い

4
こ
の
よ
う
に
改
め
て
ほ
し
い

5
ど
ん
な
手
続
を
す
る
の
か
分

ら
な
い

6
不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た
な

ど
お
持
ち
の
方
は
行
政
相
談
員

に
気
軽
に
相
談
を
申
出
て
下
さ

口
頭
、
直
接
、
手
紙
、
電
話
で

結
構
で
す
。
取
扱
は
無
料
で
申
込

の
内
容
を
秘
密
に
さ
れ
た
い
方
に

は
、
ご
希
望
に
沿
う
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

玉
川
村
の
行
政
相
談
員
は

大
字
小
高
字
池
ノ
入

三

輪

貞

夫

電

話

三

二

七

O

須
藤
さ
ん

西
舘
さ
ん

金
・
銀
メ
ダ
ル

同
又
…
目
黒

去
る
九
月
二
十
七
日
、
会
津
若

松
市
に
お
い
て
開
か
れ
た
第
十
三

回
福
島
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会

に
、
石
川
地
方
の
代
表
と
し
て
本

村
よ
り
出
場
し
た
須
藤
利
次
さ
ん

(
川
辺
)
と
西
舘
英
津
子
さ
ん

(
北
須
釜
〉
は
、
と
も
に
金
・
銀

メ
ダ
ル
を
受
賞
し
、
本
人
は
も
と

よ
り
関
係
者
か
ら
も
よ
ろ
こ
ば
れ

て
い
ま
す
。

受
賞
種
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

須

藤

利

次

O
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

〈
金
メ
ダ
ル
〉

O
円
周
競
争
(
銀
メ
ダ
ル
〉

西
舘
英
津
子

O
走
巾
と
び
(
金
メ
ダ
ル
)

O
二
百
メ
ー
ト
ル
競
争

(
銀
メ
ダ
ル
)
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秋
の
行
楽
期
の

交
通
事
故
防
止

昭和50年10月 1日

例
年
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
は
、
休
日
、
連
休
が
重
な

り
、
い
わ
ゆ
る
秋
の
行
楽
期
に
当

た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
家
族
連
れ
や

職
場
で
の
レ
ク
リ
ェ

1
ジ
ョ
シ
な

ど
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。

一
年
間
の
交
通
事
故
の
月
別
発

生
状
況
を
昨
年
中
の
死
者
数
に
つ

い
て
み
る
と
、
十
一
月
を
ト
ッ
プ

に
、
以
下
、
十
二
月
、
八
月
、
十

月
の
順
と
な
り
十
月
、
十
一
月
は

事
故
多
発
の
傾
向
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。
こ
れ
は
、
マ
イ
カ
ー
利
用

の
ド
ラ
イ
ブ
や
長
距
離
旅
行
が
多

く
な
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
行
楽
期
の
事
故
防

止
と
し
て
、
主
と
じ
で
ド
ラ
イ
バ

ー
を
対
象
に
、
次
の
よ
う
な
広
報

を
徹
底
し
、
交
通
事
故
の
防
止
を

は
か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
、
走
行
計
画
を
立
て
よ
う

事
前
に
目
的
地
ま
で
の
道
路
状

況
や
交
通
状
況
に
つ
い
て
よ
く
検

討
し
、
さ
ら
に
途
中
交
通
渋
滞
な

ど
も
考
え
て
、
時
間
的
に
無
理
の

な
い
走
行
計
画
を
た
て
、
常
に
安

全
運
転
を
心
掛
け
、
必
ず
休
憩
時

閣
を
と
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下

さ
い
。

ニ
、
車
の
点
検
整
備
を
完
全
に

エ

γ
ジ

γ
や
ブ
レ
ー
キ
の
調
子

は
よ
い
か
、
ハ

γ
ド
ル
に
ガ
タ
は

な
い
か
、
ウ
イ

γ
ド
・
ワ
イ
パ
ー

は
良
く
作
動
す
る
か
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
は
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
状

態
に
な
っ
て
い
る
か
、
な
ど
に
つ

い
て
点
検
整
備
を
十
分
に
し
て
お

-
職
返
さ
て
何
す
る
こ
と
も
な
さ
朝
夕
べ
友
を
訪

山

ね

ぬ

友

訪

ね

永

ぬ

町
職
返
さ
て
山
の
手
入
に
盛
り
さ
し
青
葉
の
中
の

圃

明

る

さ

に

砕

ふ

六
年
ぷ
h
ソ
に
青
葉
の
山
に
登
り
し
が
視
野
広
く

一
L
T
政
章
を
感
ず

山
農
外
収
入
を
符
し
人
々
の
生
活
は
羊
や
か
な
り

m

さ
浪
費
多
く
し
て

国

土

に

親

し

む

人

ら

少

く

な

0
・
未
た
り
国
土
は
つ

山

い

に

雑

草

の

中

No. 1 10 
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町
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の

集

あ

ら

さ

日

や

桑

摘

め

り

川

川

門

式

隈

の

波

立

つ

風

に

u

出

品

偽

お

も

し

川

川

0
ら

の

香

の

か

ぎ

つ

つ

え

を

庭

に

サ

ぷ

川
ゃ

な

山

川

瀬

の

岩

は

小

滝

と

な

り

て

崩

れ

築

川

山

ま

ろ

び

寝

や

の

き

に

さ

か

り

の

百

日

紅

川

町
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白
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g
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き

ま

し

ょ

う

。

飲

ま

な

い

、

「

飲

ん

だ

者

に

は

運

三

、

運

転

上

の

注

意

事

項

転

さ

せ

な

い

」

の

三

原

則

を

ド

ラ

ハ円

γ
l
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用
イ
パ

l
自
身
だ
け
で
な
く
、
周
囲

し

ま

し

ょ

う

。

の

者

か

呼

び

か

け

る

よ

う

に

し

ま

。
常
に
譲
り
合
い
の
気
持
ち
を
し
よ
う
。

忘
れ
な
い
こ
と
と
が
、
安
全
運
転
倒
ス
ピ
ー
ド
に
応
じ
た
車
問
距

マ
ナ
ー
で
す
。
無
謀
な
追
越
し
ゃ
離
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
や
め
ま
ず
，

伺
横
断
歩
道
や
踏
切
の
手
前
で

し

ょ

う

。

は

、

一

時

停

止

を

確

実

に

し

ま

し

同
行
楽
に
は
、
と
か
く
酒
が
つ
よ
う
。
と
く
に
横
断
歩
行
者
の
保

き
も
の
で
す
が
「
飲
ん
だ
ら
運
転
護
に
つ
と
め
て
下
さ
い
。

し
な
い
」
、
「
運
転
す
る
と
き
は

赤
い
羽
根
で
親
し
ま
れ
て
い
る

国
民
た
す
け
あ
い
共
同
募
金
運
動

が
、
今
年
も
十
月
一
日
か
ら
全
国

で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
社
会
福
祉
に
つ

共同募金

赤
い
羽
根

共
同
募
金

十
月
一
日
J
十
二
月
三
十
一
日

い
て
の
国
民
の
理
解
と
関
心
を
高

め
、
広
く
国
民
の
善
意
を
結
集
し

て
、
民
間
社
会
福
祉
事
業
に
必
要

な
資
金
を
共
同
募
金
会
が
一
括
し

て
募
金
す
る
国
民
の
た
す
け
あ
い

運
動
で
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
今

日
ま
で
地
域
住
民
の
自
発
的
な
民

間
活
動
と
し
て
推
進
さ
れ
、
発
展

し
て
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
運
動
の
実
施
期
間
は
、
毎

年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
三
カ

月
間
と
さ
れ
、
学
生
、
婦
人
会
、

民
生
委
員
、
町
内
会
役
員
な
ど
延

ベ
約
百
七
十
五
万
人
の
募
金
奉
仕

者
に
よ
っ
て
街
頭
募
金
、
戸
別
募

金
、
学
校
職
域
募
金
、
法
人
募

金
、
バ
ッ
ジ
募
金
、
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
な
ど
の
方
法
で
、
募
金

運
動
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
と
そ
、
明

る
く
住
み

L
い
社
会
を
築
く
た
め

国
民
一
人
一
人
が
、
社
会
述
帯
の

輸
を
広
げ
る
こ
の
運
動
の
趣
旨
を

十
分
に
理
解
し
、
よ
り
一
一
層
の
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
次
の
募
金
目

標
が
決
定
さ
れ
各
部
落
で
も
募
金

運
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
こ
の
辺
動
に
対
し

皆
様
の
全
幅
の
ご
協
力
に
よ
り
本

運
動
の
目
的
を
達
せ
ら
れ
る
こ
と

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

@
昭
和
五
十
年
度
共
同
募
金
玉

川
村
目
標
四
十
万
円

ごお
ざ誕

宕い生
写まお
Zすめ
塁で
雲と
かつ
ら

部

落

蒜

生

南

須

釜
q q 

出

生

児

氏

名

車

田

千

加

子

相

楽

雅

子

阿

部

善

和

石

森

明

美

小

原

正

嗣

世
帯
主
名

源

b

旦

一

一

正

記

子

之

助

正

義

続

柄孫
妻
の
孫

孫

。
妻
の
孫

運動

[
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

部

落

川

辺

蒜

生中

南

須

釜

北

須

釜

死
亡
者
氏
名

田

子

武

次

曲

山

武

小

針

武

小

原

重

一

小
山
田
喜
代
美

宗

形

万

吉

(
九
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)

年
令

(
m
w
)
 

(
m
m
)
 

(
町
〉

(
弱
)

(
館
山
〉

(

創

出

)

世

帯

主

名

続

柄

主

ヒ

F

の
夫

広

一

郎

父

主

正

義

の

養

父

主

重

孝

の

父

喜

美

雄

妻

の

母

主

勝

吉

の

父




